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赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
す
運 

動 

期 

間

10
月
１
日
〜
３
月
31
日

今年度集めた募金を使用して来年度実施する主な事業

福祉教育の推進

ボランティア活動の活性化

住民主体による福祉活動への支援
市内の小地域において行われる様々な地域課題解決や福祉活動に
対し、助成金を通じて支援を行います。

目標額：54万円

目標額：40万円

目標額：251万円 

●学校や企業・団体を対象とした福祉をテーマにした出前講座
の開催
●学校での福祉教育を充実させるための助成や学習プログラム
の提案　　
●学校の福祉教育担当者を対象に、福祉教育に関する情報交換
や専門講師を招いたセミナーの開催 など

●人材育成のための講座を開催
●ボランティア同士の交流会を企画・実施
●ボランティア団体への助成
●高校生が積極的にボランティアへ参加できるようにする
　ための体制づくり など

福祉に関する教育や学習、体験の機会を提供し、
市民の地域福祉への関心を高めます。

ボランティア活動の担い手を育て、また活動への参加を促進します。

●高齢者宅への安否確認
●地域のサロン等への助成
●親子で参加できるイベントの企画・実施　など
※活動内容は地域によって異なります。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
し
く
み

　
共
同
募
金
は
、
事
前
に
お
金
の
使
い
道

や
目
標
額
を
定
め
て
か
ら
募
金
を
行
う

「
計
画
募
金
」
で
す
。

　
二
本
松
市
で
も
、
翌
年
に
地
域
内
の
福

祉
団
体
や
学
校
・
地
区
社
協
等
が
行
う
福

祉
活
動
に
必
要
な
額
を
目
標
額
と
し
て
算

出
し
、
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
、
二
本
松
市
で
は
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
様
々
な
活

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

福
祉
教
育
指
定
校
事
業

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ス
マ
ホ
教
室

小
・
中
学
校
、高
等
学
校

福
祉
に
関
す
る
学
習

皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、
地
域
福
祉
の
た
め
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
集
め
た
募
金
を
使
い
、令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
一
部
と
、

寄
付
者
の
皆
様
へ
の
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
福
祉
教
育
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
を
指
定
し
、
さ
ら
な
る
福
祉
教

育
の
取
り
組
み
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。                                   　

高
齢
者
が
仲
間
同
士
で
つ
な
が
っ
た
り
、
便
利

な
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
買
い
物
や
情
報
を
得
た
り

で
き
る
よ
う
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
助
成
金
を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

高
齢
者
疑
似
体
験
や
手
話
体
験
、
郷
土
学
習
等

の
福
祉
教
育
や
、
地
域
住
民
と
の
交
流
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、

学
習
を
通
し
て

障
が
い
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
特

別
な
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
に

も
出
来
る
支
援

が
あ
る
の
だ
と

学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。   

　
講
習
会
は
安

達
地
域
と
東
和

地
域
で
２
回
開

催
し
、
35
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
操
作

の
補
助
を
し
て

い
た
だ
く
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方

を
配
置
し
、
受

講
者
と
一
緒
に

操
作
を
し
な
が

ら
講
習
を
受
け

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
大
変
親
切

に
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
の

お
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
！

募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
！

　
令
和
６
年
11
月
３
日（
日
）に
安
達
ケ
原
ふ
る
さ

と
村
で
行
わ
れ
る
「
第
14
回
福
幸
祭
」
に
お
い
て
、

街
頭
募
金
と
災
害
時
の
炊
き
出
し
体
験
を
行
い
ま

す
。
時
間
は
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
の
間
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
参
加
お
ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
期
間
中
の
１
か
月

間
（
10
月
１
日
〜
10
月

31
日
）、
二
本
松
市
内
の

コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
等

の
店
舗
に
募
金
箱
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
見

つ
け
た
際
に
は
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲
◀
去
年
の
街
頭
募
金
の
様
子
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表彰状を受け取る高槻幹夫様（写真左）と受賞者の皆様（写真右）

１．本会役員・評議員功労者として表彰状を贈られた方
 高槻　幹夫 様（東　和） 渡邉　清吉 様（安　達） 圓谷　　博 様（福島市）
 石川　美知 様（二本松） 伊東　政隆 様（岩　代）

２．民生児童委員を３年以上務め退任され、表彰状を贈られた方
 高橋　郁男 様（塩沢方部）　　

３．社会福祉活動に積極的に協力し、感謝状を贈られた方
 熊田　良子 様（二本松） 　　
　　
４．社会福祉活動に対し多額の寄付をされて感謝状を贈られた個人、団体
 大内　信一 様（安　達） 高槻　幹夫 様（東　和） 渡邊　洋子 様（二本松）
 安達チャリティー合同カラオケ大会実行委員会 様（安　達）
 福島ヤクルト販売株式会社ヤクルト親交会 様（福島市）
 妙法山蓮華寺護持会 様（二本松）
 株式会社マルコ物流 様（二本松）

５．二本松市社会福祉協議会永年勤続職員表彰者 
 【25年永年勤続】　橋本　沙織 石山　美香 渡邊　博子 釜崎代美子 大嶋　貴子
 【20年永年勤続】　斎藤　英知 土屋なおみ 星　雄一郎 西崎　由美　　　
 【10年永年勤続】　菅野　徹郎 野地　雅代 佐藤　宏子

アフター
フォローも
ご安心。

窓リフォームで
快適な
住まいへ！

　　　冷暖房
効 率 悪 す ぎ
ですよね^ ；̂

冬の暖房時の熱が
窓から出る割合

夏の冷房時（昼）に
熱が窓から入る割合

Ⓡ

アルミサッシ+
1枚ガラスの方必見 窓リフォームを超ビッグな補助金でお得に！ 環境省  先進的窓リノベ2024事業

58％

73％
【当社実績91件】これって

実際のお支払：274,600円

【住宅の全窓に内窓設置の金額実例（税込）】
1,095,600円取付費込当社価格

窓や補助金の
お問合せは

※（一社）日本建材・住宅設備産業協会/平成11年省エネ基準レベルの断熱性能の住宅の試算例 ※金額例なので、窓の数や大きさで補助額や補助割合は変動します。※施工窓の数が多いほどお得さは増す傾向にあります。

二本松市渋川
字二本柳33-1

そこで、高断熱な
窓に変えて快適
生活を手に入れ
ましょう！

補助金：821,000円

 注目ポイントは価格 !!

※

※

令和６年度 社会福祉事業功労者表彰式地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！

地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！
第25回

　
地
域
住
民
の
方
々
が
暮
ら
し
の
中
で
育
ん
で
き
た
支
え
合
い
の
活
動
、
生
活
の
中
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
地
域
の
サ
ロ
ン
、
集
い
の
場
等
を
地
域
の
資
源
（
宝
物
）

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生活支援コーディネー
ターが地域で活動する中
で出会った活動等を掲載
しております。「ウチの地
域の活動を載せたい！」と
いうことがありましたら、
ぜひご連絡ください。
【問い合わせ】
二本松市社会福祉協議会
地域福祉課 市民活動推進係
電話：23-7867

関
係
者
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

 

〜
塩
沢
地
区
住
民
懇
談
会
〜

　
７
月
末
に
、
塩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、「
塩
沢
地
区
住
民

懇
談
会
（
24
名
出
席
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
行
政
区
長
と
民
生
児
童
委
員

の
日
ご
ろ
か
ら
の
関
係
性
づ
く
り
と
、
地
域
に
お
け

る
要
支
援
者
の
見
守
り
体
制
強
化
を
目
的
と
し
て

開
催
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。
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く
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な
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　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和６年７月１日～令和６年８月３１日

みやぎ生協・コープふくしま 様（郡山市喜久田町）
第16回二本松市民ゴルフ大会 様（羽石）
ハンドメイド雑貨やまざき 様（上川崎字楢木）
東禅寺　佐藤智宏 様（小浜字新町）
株式会社本多組従業員一同 様（西勝田字七合畑）
柳沼プレス工業株式会社 様（槻木）
（その他、匿名2名）

団体

作：三浦清英（岩代）

個人  石川　美知 様（根崎）
 大内　三郎 様（宮本）
 佐藤　恭一 様（木幡字上山田）
（故）菅野　秀夫 様（太田字若宮）
（故）朝倉　久勝 様（下川崎字上戸ノ内）
（故）菅野　秀夫 様（太田字若宮）
 渡邉　　健 様（埼玉県三郷市）

コープマートあだたら店で
今年度２回目の『フードドライブ』 を開催します

第１６回二本松市民ゴルフ大会　様 みやぎ生協･コープふくしま　様

日　時：令和６年10月17日（木）　午前10時～正午まで
会　場：コープマートあだたら店（油井字中田1-1）
※『フードドライブ』ってな～に？
　コープふくしま様が実施する『フードドライブ』は、この活動に協力いただけ
る皆様に、店舗で購入いただいた『フードドライブ対象商品』を寄付ボックスに
入れていただき、後日社会福祉協議会などの団体へ寄贈し、困窮する方へ提供
する活動です。
　コープふくしまあだたら店様では、平成30年から継続して実施しています。

～どこに相談したらいいか分からない 悩みや不安は 社協へ～
気軽にご利用ください「心配ごと相談所」

アドバイス
有限会社

二本松市松岡２６６－４
TEL：0243-23-5780 Fax：0243-23-6665

東京海上日動火災保険株式会社／
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メットライフ生命保険株式会社 代理店

保険のことならなんでもお任せ!!
大好評につき
無料相談
受付中!!

◇プレゼント内容
「ランチ・ケーキセット引換券」
◇クイズ
下の○に入る言葉は？

　コーヒータイムは「障がいを
持った人が仕事を通じて、社会
の一員として繋がれる場所の
提供」を目指し、市内若宮で
作業所と本町の市民交流セン
ター及び油井地区（パワーコメ
リ様西側）でカフェを営業して
います。

　本会では心配ごと相談所を開設し、市民の皆さんが抱える生活全般に対する悩みや心配ごとを
伺い、一緒に問題を整理して、解決に必要な部署や関係機関、専門機関等に繋ぎ、解決のお手伝
いをしています。解決が難しい問題でも“話すだけでも心が軽くなる”場合もあります。一人で
悩まず、お気軽にご利用ください。

【ご利用方法】　◎相談が重ならないよう、事前に希望する相談場所へ電話でご予約ください。
【相談場所（予約先）】 ◎本　　所（二本松市安達支所内） ☎0243-23-8262
 ◎岩代支所（岩代地域福祉センター内） ☎0243-65-2003
 ◎東和支所（二本松市東和支所内） ☎0243-66-2522
【受付時間】　◎午前９時～午後５時

コーヒータイムのランチ・ケーキセット引換券を抽選で５名様へプレゼント！

今年も10月から○○○○
共同募金がスタートしました

◇応募方法　ハガキにクイズの答えと、住所、お名前、年齢、電話番号、本誌へのご感想・ご
意見等を全てご記入の上、ご応募ください。（ご記入の個人情報は、目的以外に使用いたしま
せん。いただいたご意見等は社協だより等において掲載させていただく場合がございます。）

 ※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
◇応募締切　１０月１６日（水）必着
◇宛先　〒969－1404　二本松市油井字濡石1番地2
　　　　　　　　　　　　二本松市社会福祉協議会「社協だより　プレゼントクイズ係」

左下にあるクイズに正解した方の中から、抽選で５名の方にお食事券をプレゼント
いたします。たくさんのご応募お待ちしています。

ヒント：表紙をよく見てくださいね。

クイズに
チャレンジ！

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください
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有限会社

二本松市松岡２６６－４
TEL：0243-23-5780 Fax：0243-23-6665

東京海上日動火災保険株式会社／
東京海上日動あんしん生命保険株式会社
メットライフ生命保険株式会社 代理店

保険のことならなんでもお任せ!!
大好評につき
無料相談
受付中!!

◇プレゼント内容
「ランチ・ケーキセット引換券」
◇クイズ
下の○に入る言葉は？

　コーヒータイムは「障がいを
持った人が仕事を通じて、社会
の一員として繋がれる場所の
提供」を目指し、市内若宮で
作業所と本町の市民交流セン
ター及び油井地区（パワーコメ
リ様西側）でカフェを営業して
います。

　本会では心配ごと相談所を開設し、市民の皆さんが抱える生活全般に対する悩みや心配ごとを
伺い、一緒に問題を整理して、解決に必要な部署や関係機関、専門機関等に繋ぎ、解決のお手伝
いをしています。解決が難しい問題でも“話すだけでも心が軽くなる”場合もあります。一人で
悩まず、お気軽にご利用ください。

【ご利用方法】　◎相談が重ならないよう、事前に希望する相談場所へ電話でご予約ください。
【相談場所（予約先）】 ◎本　　所（二本松市安達支所内） ☎0243-23-8262
 ◎岩代支所（岩代地域福祉センター内） ☎0243-65-2003
 ◎東和支所（二本松市東和支所内） ☎0243-66-2522
【受付時間】　◎午前９時～午後５時

コーヒータイムのランチ・ケーキセット引換券を抽選で５名様へプレゼント！

今年も10月から○○○○
共同募金がスタートしました

◇応募方法　ハガキにクイズの答えと、住所、お名前、年齢、電話番号、本誌へのご感想・ご
意見等を全てご記入の上、ご応募ください。（ご記入の個人情報は、目的以外に使用いたしま
せん。いただいたご意見等は社協だより等において掲載させていただく場合がございます。）

 ※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
◇応募締切　１０月１６日（水）必着
◇宛先　〒969－1404　二本松市油井字濡石1番地2
　　　　　　　　　　　　二本松市社会福祉協議会「社協だより　プレゼントクイズ係」

左下にあるクイズに正解した方の中から、抽選で５名の方にお食事券をプレゼント
いたします。たくさんのご応募お待ちしています。

ヒント：表紙をよく見てくださいね。

クイズに
チャレンジ！

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください
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INFORMATION ～インフォメーション～

ボ ラ セ ン 通 信♪ vol.28
こんにちはボランティアセンターです(*^-^*)
今回は、ボランティア講座を案内させていただきます。

令和６年度市民ボランティア講座『傾聴ボランティア養成講座』

歳末ささえ愛事業支援金の申請を受け付けます
児童扶養手当を受給される方へ

❶ 対 象 者 二本松市内在住で令和6年度の児童扶養手当の受給が決定した世帯
（※児童扶養手当証書がご自宅に届いた世帯のうち、
①証書の有効期限が、「令和7年３月31日」又は「令和7年１０月31日」となっている世帯。
②２０歳未満の心身障がい児を看護・養育している父母又は養育者であり、
　証書の有効期限が「令和6年１１月３０日以降」となっている世帯。
◎ただし、生活保護受給世帯の方は対象外となります。

❷ 申請期間 令和6年１０月21日（月）～令和6年１１月18日（月）
窓口受付時間　８：３０～１７：１５　（土・日・祝日を除く）
※郵送の場合は申請期間最終日の郵便局の消印があるものまでを受け付けます。
※期間後の申請受付は出来ませんので、期間内にご提出ください。

❸ 提出書類 ①令和6年度歳末ささえ愛事業支援金申請書
②児童扶養手当の写し
③児童扶養手当を受給している通帳の写し（口座番号が分かる箇所）
※申請書は、対象世帯へ送付させていただくほか、市社会福祉協議会（本所・支所）の窓口で配布しております。

❺ 支給金額 募金の状況と申請件数等を勘案しながら、世帯あたり1万円を限度に
支給金額を決定します。

❻ 支給方法 申請された方の銀行口座に振込みいたします。

❼ 注意事項 募金が財源であることから、支給金額、対象条件等の実施内容は
来年度以降変更になる場合があります。

○二本松市社会福祉協議会本所

❹ 提 出 先 二本松市社会福祉協議会（本所・支所）窓口に持参いただくか、
郵送にて関係書類をお送りください。

お問い合わせ、
書類提出先

TEL：２３－７８６７ 住所：二本松市油井字濡石１－２（二本松市安達支所内）
○二本松市社会福祉協議会岩代支所
TEL：６５－２００３ 住所：二本松市上長折字行部内４３（岩代地域福祉センター内）
○二本松市社会福祉協議会東和支所
TEL：６６－２５２２ 住所：二本松市針道字蔵下２２（二本松市東和支所内）

日　時 ： ❶11月６日（水）13：30～15：30　　❷11月27日（水）13：30～15：30
会　場 ： 二本松福祉センター　3階第1会議室（住所：二本松市亀谷1－5－1）
内　容 ： ❶講話「傾聴の基本・よい聴き手になるために」 講　師 ： 桜の聖母短期大学　三瓶千香子氏
 ❷傾聴ボランティア活動に向けて 協　力 ： 傾聴ボランティアさくら
受講料 ： 無料
対　象 ： ボランティア活動に興味、関心のある方はどなたでもお気軽にご参加いただけます。
 なお、２回とも受講できる方を対象とさせていただきます。
参加申込み先 ： 10月25日（金）までに二本松市社会福祉協議会へ氏名、住所、連絡先を以下の電話番号又はFAX
　　　　　　　　宛にお申し込みください。
電　話 ： 0243－23－7867　FAX：0243－23－9046
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